
様式Ａ－10別紙４

　３３．臨床研修指導医（指導医）等の氏名等 病院施設番号 ： 030189　　 臨床研修病院の名称 ： 東京労災病院 （No.　　）

担当分野 氏名 所属 役職
臨　床

経験年数

指導医
講習会
等の受
講経験
有：○
無：×

資格等 プログラム番号

備考
１　プログラム責任者
２　副プログラム責任者
３　研修実施責任者
４　臨床研修指導医
　　（指導医）

脳神経外科 森田　明夫 東京労災病院 院長 44 ○ 脳神経外科学会専門医、日本脳卒中学会専門医、臨床研修指導医 ４

泌尿器科 新井　兼司 東京労災病院 副院長 39 ○ 臨床研修指導医講習会受講済、日本泌尿器科学会指導医、日本職業・災害医学会労災
補償指導医 ４

循環器科 吉玉　隆 東京労災病院 副院長 36 ○ 臨床研修指導医講習会受講済、日本内科学会専門医、日本循環器学会専門医 ３・４

消化器内科 西中川　秀太 東京労災病院 消化器内科部長 34 ○ 臨床研修指導医講習会受講済、日本内科学会指導医、日本消化器内視鏡学会指導医、
日本肝臓学会専門医 ４

消化器内科 大場　信之 東京労災病院 第二消化器内科部長 33 ○ 臨床研修指導医講習会受講済、日本内科学会指導医、日本病態栄養学会認定施設指導
医 １・４

消化器内科 乾山　光子 東京労災病院 第三消化器内科部長 19 ○ 臨床研修指導医講習会受講済、日本消化器内視鏡学会指導医、日本消化器病学会専門
医 ４

消化器内科 木村　祐介 東京労災病院 消化器内科副部長 13 ○ 臨床研修指導医講習会受講済、'日本消化器内視鏡学会指導医、日本消化器病学会専
門医、日本内科学会総合内科専門医 4

消化器内科 折原　慎弥 東京労災病院 消化器内科副部長 10 × 日本内科学会専門医、日本消化器病学会専門医 ４

腎臓代謝内科 杉田　和哉 東京労災病院 腎臓代謝内科副部長 13 × 日本腎臓学会専門医、日本腎臓学会専門医、日本透析医学会専門医 ４

呼吸器内科 河野　正和 東京労災病院 第二呼吸器内科部長 29 ○ 臨床研修指導医講習会受講済、日本内科学会専門医、日本呼吸器学会専門医 ４

呼吸器内科 松村　琢磨 東京労災病院 呼吸器内科医師 17 ○ 臨床研修指導医講習会受講済、日本呼吸器学会専門医、日本呼吸器内視鏡学会気管支
鏡専門医 ４
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呼吸器内科 北山　英子 東京労災病院 呼吸器内科副部長 14 ○ 呼吸器学会専門医、総合内科専門医、臨床研修指導医 ４

呼吸器内科 伊藤　幸祐 東京労災病院 呼吸器内科副部長 10 ○ 臨床研修指導医講習会受講済、呼吸器学会専門医、日本専門医機構認定内科専門医 ４

呼吸器内科 秋元　裕人 東京労災病院 呼吸器内科副部長 7 × 呼吸器学会専門医 4

糖尿病内分泌内科 桑原　公一郎 東京労災病院 糖尿病内分泌内科部長 34 ○ 臨床研修指導医講習会受講済、日本内科学会指導医、日本内分泌学会指導医 ４

総合診療科・救急科 山本　武史 東京労災病院 総合診療科・救急科部長 29 ○ 臨床研修指導医講習会受講済、日本救急医学会指導医 ４

脳神経内科 三品　雅洋 東京労災病院 脳神経内科部長 36 ○ 臨床研修指導医講習会受講済、日本神経学会指導医、日本脳卒中学会指導医 ４

脳神経内科 藤澤　洋輔 東京労災病院 脳神経内科副部長 15 ○ 日本神経学会専門医、神経内科専門医、臨床研修指導医 ４

循環器科 浅原　敏之 東京労災病院 第二循環器科部長 36 ○ 臨床研修指導医講習会受講済 ４

循環器科 髙亀　則博 東京労災病院 循環器科副部長 19 × 日本循環器学会専門医、日本内科学会総合内科専門医 ４

精神科 水原　駿介 東京労災病院 精神科医師 6 × ４

小児科 直井　和之 東京労災病院 小児科部長 22 ○ 臨床研修指導医講習会受講済、日本小児科学会専門医、臨床研修指導医 ４
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消化器外科 小林　隆 東京労災病院 消化器外科 34 ○ 臨床研修指導医講習会受講済、日本外科学会指導医、日本膵胆管外科高度技能指導医 ４

消化器外科 秀野　泰隆 東京労災病院 第二消化器外科部長 25 ○ 臨床研修指導医講習会受講済、日本外科学会指導医 ４

消化器外科 野原　茂男 東京労災病院 第三消化器外科部長 22 × 日本外科学会外科専門医、日本消化器内視鏡学会専門医 ４

消化器外科 安城　芳紀 東京労災病院 消化器外科副部長 13 × 4

呼吸器外科 中尾　啓太 東京労災病院 呼吸器外科部長 16 × 呼吸器外科専門医、日本外科学会外科専門医 4

整形外科 金井　宏幸 東京労災病院 整形外科部長 38 × 臨床研修指導医講習会受講済、日本整形外科学会専門医、日本手外科学会専門医 ４

整形外科 相原　正宣 東京労災病院 第二整形外科部長 37 × 日本整形外科学会整形外科専門医、日本脊椎脊髄病学会脊椎脊髄外科専門医、指導医 ４

整形外科 筋野　隆 東京労災病院 第三整形外科部長 32 × 臨床研修指導医講習会受講済、日本整形外科学会専門医 ４

整形外科 齊木　寛 東京労災病院 整形外科副部長 23 ○ 臨床研修指導医講習会受講済、日本整形外科学会整形外科専門医 ４

脳神経外科 加藤　宏一 東京労災病院 脳神経外科部長 30 ○ 臨床研修指導医講習会受講済、日本脳神経外科学会専門医、日本脳卒中学会専門医 ４

皮膚科 眞下　修平 東京労災病院 皮膚科医師 7 × ４
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泌尿器科 橋本　紘典 東京労災病院 泌尿器科副部長 11 ○ 臨床研修指導医講習会受講済、泌尿器科専門医 ４

耳鼻咽喉科 髙柳　博久 東京労災病院 耳鼻咽喉科部長 30 ○ 臨床研修指導医講習会受講済、日本耳鼻咽喉科学会専門医 ４

リハビリテーション科 鈴木　久美子 東京労災病院 リハビリテーション科部長 34 ○ 臨床研修指導医講習会受講済、日本リハビリテーション医学会指導医 ４

リハビリテーション科 浪岡　隆洋 東京労災病院 第二リハビリテーション科部長 22 ○ 臨床研修指導医講習会受講済、日本脳神経外科学会専門医、日本脳卒中学会脳卒中専
門医 ４

脳神経移植科 浪岡　愛 東京労災病院 脳神経移植科部長 22 ○ 臨床研修指導医講習会受講済、日本脳神経外科学会専門医、日本脳卒中学会脳卒中専
門医 ４

放射線診断科 長瀬　雅則　 東京労災病院 放射線診療科部長 40 ○ 臨床研修指導医講習会受講済、日本医学放射線学会専門医、日本ＩＶＲ学会専門医 ４

放射線治療科 戸成　綾子 東京労災病院 放射線治療科部長 35 × 4

麻酔科 本多　信雅 東京労災病院 麻酔科部長 31 ○ 臨床研修指導医講習会受講済、日本麻酔科学会指導医 ４

病理診断科 塩野　さおり 東京労災病院 病理診断科部長 25 × 日本病理学会専門医、日本臨床細胞学会専門医 ４

健康診断科 谷　理恵 東京労災病院 健康診断部長 30 × 日本消化器内視鏡学会内視鏡専門医、日本消化器病学会消化器病専門医、日本総合健
診医学会日本人間ドック学会人間ドック健診専門医 ４

　※　「担当分野」欄には、様式Ａ－10別紙３の臨床研修を行う分野及び病理（ＣＰＣ）を記入すること。
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　※　「所属」欄には、臨床研修指導医（指導医）等が所属する病院又は施設の名称を記入すること。

　※　「資格等」欄には、受講した指導医講習会名称や、取得した専門医資格等について記入すること。
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　※　プログラム責任者、副プログラム責任者、研修実施責任者及び臨床研修指導医（指導医）については、「備考」欄にそれぞれに応じた番号を記入し、併せてプログラム番号を記入すること（プログラム番号を


